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〔フランス活動報告「環境破壊の“生き証人”として―公害患者の国際活動―」〕

（西淀川公害患者と家族の会資料）資料No.12318

　「環境破壊の“生き証人”として―公害患者の国際活動―」と題して、当時全

国公害患者の会連合会事務局長であった森脇君雄氏がまとめた報告書があり

ます。「フランス活動報告」と記された封筒に整理されており、本文中に「昨年

末」に「パリNGO会議」に参加したこと、「今年」は「ブラジル環境会議」に出席す

るとあることから、1991年に参加した「第1回アジア・オセアニア環境会議」に関

する報告書と推察されます。

　パリへ行って、公害被害者であるマレーシアの少女、ラム・ライ・カンとの出会

いなどを通して感じた「いま被害者が、患者自身が肉声で語らねばならない。

公害をなくせ、被害者の救済を」という思いが強くなったこと、また環境会議で

の「ことばのカベ」を乗り越えての経験が簡潔にまとめられています。

　森脇氏は、大きな勝利と成果をもたらした「生存をかけた闘い」を世界へつな

ぐことがその担い手である被害者の責務であるとし、1992年6月に控えた「ブラ

ジル環境会議」すなわち「環境と開発に関する国連会議（UNCED）」に向けて

は、世界が注目している公害反対運動を前進させながら、ブラジルへ繋いでい

くことが求められているとしています。

また、全面解決を実現し、西淀川の街づくりに取り組み、胸を張って「被害者の団結した闘いは、公害で破壊された街を再生し、

川と海をとりもどしました」と訴えたいという、森脇氏の強い思いがつづられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北嶋奈緒子）

右　　「フランス活動報告　森脇」と記された茶封筒
左　　報告書　「環境破壊の“生き証人”として」

　エコミューズの活動を継続的かつ発展的にすすめ

ていくための活動資金となります。エコミューズの新

たな挑戦のために、みなさまのお力添えをお願いい

たします。

あおぞら財団は税額控除対象法人のため、寄付金

は税制上の優遇配置がうけられます。

※寄付者のお名前は機関誌やホームページ等で

公表させていただきます。ご都合の悪い方は通信

欄にその旨お書きいただきますようお願い申し上

げます。

■銀行（ネットバンキング）からの振込

三菱UFJ銀行歌島橋支点（006）

普通貯金3728858

（公財）公害地域再生センター

（ザイ）コウガイチイキサイセイセンター

■郵便局からの振込 

口座記号番号　00960-9-124893 

加入者名　あおぞら財団

■オンライン寄付サイトGiveOneより、インター

ネット上から寄付することもできます。

こちらからhttps://goo.gl/ysci8u

クレジットカード、ジャパンネット銀行

ペイジー決済に対応します。

※通信欄にハモン基金とご記入ください。

寄付方法

　年が明け早や2月となりました。4日には立春を
迎え、寒さのなかに感じる春の兆しを見つける事
が楽しみな時節です。数日前から目がかゆく鼻が
ムズムズしているので、ここでも春の到来をキャッ
チしております。皆さまいかがお過ごしでしょうか。
本年もエコミューズをよろしくお願いいたします。
　エコミューズではボランティア隊「エコミュウ★」を
募集しています。資料整理や展示、
イベントのお手伝いなど、活躍の場
がいっぱいです。どうぞお気軽にお
問い合わせください。（佐々木）

　毎年、水俣への学習旅行を実施している神奈川

学園の授業実践を踏まえて執筆された一冊。

　プロローグには「水俣病の歴史を、３・１１後の現

在と結びつけることで、『現在と切れた過去』から

『私たちに意味のある歴史』へと解き放ちたいと思

います」とあり、西淀川公害の歴史を伝えるエコ

ミューズとしても共有できる思いだと感じました。

　第１章は「水俣の風景から、何を読み取れるのだろう？」とし、チッソ工場正

門を撮った５枚の写真を通して水俣病の経緯を説明。漁村の風景からは水俣

病患者たちの姿を伝え、また、今では水俣病の記憶を呼び覚ますことが困難

になった「震源地」エコパークの慰霊碑の意味を問いかけます。第２章では

1970年前後に世界各地で社会運動が起きる中、水俣病患者が世界の様々

な問題とつながりを広げていく様子が描かれます。そして第３章では、当時、

公害が「開発」と「成長」を推進する歴史に転換を求めるひとつの軸となり、

「地域」「学問」「生活」の「自治」を取り戻そうとする実践が行われ、「近代化」

を問い直す動きが現れたと説明します。また近年注目される「環境正義」の考

え方は日本の公害運動に通じると筆者は捉えます。

　エピローグで、筆者は改めて福島原発事故を例に、過去の公害と現在の

共通点と相違点を抑えた上で「３・１１後の水俣／MINAMATA」から何を学ぶ

ことができるか？と問いかけます。本書全体を通して折々に「あなたはどう考

えますか」と問いかけ、各章の最後には「レッスン」として、学習者が考えを深

めるための問いが掲載されています。　　　　　　　　　　　　　　　　（栗本知子）

『3・11後の水俣／MINAMATA』
小川輝光、清水書院、2019年1月9日

✿　編集後記　✿


